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若手農業者 組織立ち上げ 新しい田村の農業を創造
　３月２２日、市内の３０代から５０代までの農業者８
人とオブザーバーが市役所を訪れ、「アグリ クリエーター
ズ ∞ タムラ」を立ち上げたことを本田市長に報告しま
した。このグループでは、農業で暮らしていける地域を
実現するため、農作物の付加価値や農業の魅力の向上、
新規就農者の定着への支援、新規作物の導入など、多角
的な検討と実践を行っていくとのことです。
　会員は随時募集しているそうです。興味のある方はお
問い合わせください。
●問い合わせ　代表　箭内さん　☎ 090-7077-0897

移中学校閉校イベント 学校への感謝、移の新しい一歩
　３月２４日、移中学校閉校イベント「七十一年感謝祭」が開催され、約８００人が来場しま
した。このイベントは、平成２９年度をもって閉校する母校への感謝と、地域の新しい一歩と
するために、移地区の有志によって結成された「移中学校閉校イベント実行委員会」が主催し
たものです。
　感謝祭では、中学時代を思い出さる「本気
のテスト」や「体力測定」、うさぎやヤギなど
とふれあうことができる「うつしの森」、地元
食材を使った料理をふるまう「給食マルシェ」
などを、たくさんの人が楽しみました。
　午後からは、田村市青少年健全育成市民会
議主催「出張！ ゴルゴ塾 命の授業」が体育館
で開催されました。お笑い芸人のゴルゴ松本
さんが、漢字を使って熱い言葉を来場者に贈
りました。
　感謝祭の最後では移中学校校歌を参加者全
員で合唱し、それぞれの想い出を胸に刻みな
がら、移の空に歌声を響かせていました。
　また、放課後部活動としてワークショップ

「わいわいガヤガヤうつし語り部」も開催され、
移地区の小学生から高齢者まで幅広い世代の
男女約６０人が、これからの移について和や
かな雰囲気で語り合いました。

教育委員会表彰 教育の振興と発展への貢献を表彰
　３月２９日、教育委員会表彰式が市役所で開かれ、教育の振興発展に貢献した人や団体が表
彰されました。受賞者は次のとおりです。（敬省略）
【社会体育文化関係】●鈴木俊行…田村市文化財保護審議会委員
【学校教育関係】◆退職校長…冨塚忠夫、佐久間周一　◆退職教頭…白鳥敬子　◆退職教諭…
　土屋邦明、佐藤修、橋本勝子、石井末子　◆退職事務…松本晴美
【寄付者】●三和工業㈱…大越小に備品を寄附　●三共精粉㈱…常葉地区の学校に物品を寄附
【大会関係】●箭内洸斗…全国小学生陸上競技大会 走り幅跳び 第１位、福島県小学生リレー
　カーニバル大会 走り幅跳び 第１位　●船引小学校特設陸上部…ジャパンパラ陸上競技大会  
　リレー大会 第１位　●石井雄基…福島県書きぞめ展 書きぞめ大賞　●猪狩来騎…福島県発
　明展 県知事賞　●玄葉優花…福島県統計グラフコンクール パソコン統計グラフの部 県知事
　賞　●本田茉那…全
　国高等学校総合文化
　祭 小倉一首かるた部
　門 最優秀読手賞　●
　村上桃…福島県小学
　校児童画展 6 年生の
　部 児童画展賞　●浦
　山豊…福島県小学校
　児童画展 １年生の部 
　児童画展賞

少年消防クラブ 関本小・常葉小・瀬川小が優良少年消防クラブ受賞
　関本小学校、常葉小学校、瀬川小学校の３校が、日頃の
少年消防クラブの活動が認められ、平成２９年度「優良消
防クラブ」を受賞しました。３月２４日、消防会館（東京都）
で行われた表彰式に代表児童と校長が出席し、賞状を受け
取りました。
　３月２８日、各学校の代表児童と校長が市役所を訪れ、
増田教育長職務代理者に受賞を報告しました。
◀受賞報告のために来庁した受賞校の児童代表と校長。前列左から
　瀬川小５年の箭内美穂さん、常葉小６年の小山田彩良さん、関本
　小６年の本田悠平さん

テレワークセンター開所式 ジェイアール東日本企画と包括連携協定締結
　３月２１日、旧石森小学校に整備したテレワーク拠点

「terrace ishimori（テラス石森）」の開所式が行われました。
総務省の補助事業を活用して、市と㈱ジェイアール東日本
企画などが整備しました。廃校を利用したテレワーク拠点
整備は県内初です。今後、入居企業による雇用の創出や都
市部からの定住を促進します。なお、一般の方も共用スペー
スを４時間 500 円から利用できます。
　また、同日、市と㈱ジェイアール東日本企画は、地域の
活性化と市民サービスの向上を図ることを目的として包括
連携協定を締結しました。

企業との連携 デンソー福島と包括連携協定締結
　４月４日、市と㈱デンソー福島は、双方の資源を有効活
用し地域活性化を図る目的で、市役所で包括連携協定を締
結しました。協定では、地域経済の活性化、スポーツ交流
による青少年の健全育成と健康づくり、地域産品の消費拡
大などについて連携することが確認されました。
　同時に、デンソー女子バレーボールチーム「エアリービー
ズ」がホームゲームで「あぶくまの天然水」をＰＲするな
どの協賛契約を、市と㈱デンソーとの間で取り交わしまし
た。


